
峡西病院・峡西老人保健センター・きづな
・アルプス訪問看護ステーション

櫛形山は富士山の絶好の撮影スポットのひとつです。富士川町から16kmにも及ぶ長い丸山林道を車で

走り、池の茶屋林道の分岐点あたりに撮影スポットはあります。ここは前が谷になっており、前景に

邪魔になるものがありません。谷の先に雲海に浮かぶ富士山のシルエットが浮かびます。富士の右手前に

連なるのは、本栖湖脇の竜ヶ岳から始まり、毛無山（標高1,964ｍ）を盟主とする南北に細長く連なる

天子山塊です。撮影は朝に限ります。逆光気味なのがかえって幻想的な雰囲気を醸し出しています。

朝日に黄金色に輝いているのは落葉寸前のカラマツの林です。
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精
神
科
訪
問
看
護
に
つ
い
て

　

精
神
科
訪
問
看
護
と
い
う
支
援

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　

ア
ル
プ
ス
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
地
域
で
暮
ら
す
精
神
障

が
い
者
に
継
続
的
な
ケ
ア
を
提
供

す
る
た
め
に
、
対
象
者
の
自
宅
や

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
を
訪
問
し

て
「
そ
の
人
ら
し
い
生
活
の
維
持
」

へ
の
支
援
を
す
る
看
護
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
『
当
事
者
が
主
体
（
主
役
）』
の

支
援
で
す
。

　

当
事
者
が
在
宅
で
未
来
に
向
け

て
ど
ん
な
生
活
を
送
り
た
い
の

か
？　

夢
や
希
望
は
何
か
？　

リ

ラ
ッ
ク
ス
す
る
時
は
ど
ん
な
時
？

な
ど
話
を
聴
き
ま
す
。
ま
た
、
困

り
ご
と
や
不
安
に
対
し
て
、
そ
の

解
消
に
向
け
て
、
対
処
法
を
一
緒

に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

当
事
者
の
強
み
を
生
か
し
な
が

ら
最
終
的
に
は
、
自
分
で
病
気
や

薬
、
金
銭
管
理
な
ど
生
活
全
般
に

お
い
て
も
自
律
で
き
る
よ
う
に
、

助
言
し
ま
す
。

　

暮
ら
し
の
場
で
の
支
援
で
す
か

ら
、
生
活
全
般
に
お
い
て
評
価
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
評

価
表
を
用
い
て
、
生
活
や
症
状
な

ど
を
聴
取
し
、
何
が
で
き
て
何
が

苦
手
な
の
か
話
を
し
ま
す
。
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
の
場
で
情
報
共
有

し
、
支
援
者
全
体
で
今
後
の
ケ
ア

に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
は
W
R
A
P
（
元
気
回
復

行
動
プ
ラ
ン
）
の
勉
強
会
を
月
に一

度
開
催
し
自
分
の
『
W
R
A
P
』

を
作
成
中
で
す
。
自
身
の
取
扱
説

明
書
が
出
来
つ
つ
あ
り
ま
す
。（
笑
）

　

訪
問
看
護
師
は
当
事
者
を
中
心

と
し
た
医
療
・
支
援
者
チ
ー
ム
の

一
員
で
す
。
各
支
援
者
や
地
域
を

巻
き
込
ん
で
連
携
を
図
り
な
が
ら

当
事
者
の
地
域
で
の
命
と
暮
ら
し

を
支
え
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
大
切
に
し
て
い
る
の
は

「
家
族
に
も
癒
し
を
」
を
念
頭
に
、

家
族
に
も
話
を
伺
い
な
が
ら
、
そ

の
想
い
に
寄
り
添
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
ア
ル
プ
ス
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
看
護
師
12
名
、

作
業
療
法
士
2
名
、
事
務
員
1

名
、
合
計
15
名
在
籍
し
て
お
り
ま

す
。
軽
自
動
車
を
7
台
所
有
し
て

お
り
ま
す
。
一
番
遠
く
で
南
部
ま

で
訪
問
し
て
お
り
ま
す
。
安
全
運

転
に
も
気
を
付
け
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
も
活
動
し
て
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ア
ル
プ
ス
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

所
長　
細
田　
幸
香

　

き
づ
な
グ
ル
ー
プ
は
、
南
山
会
の
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
部
門
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
障
害
者
総
合
支

援
法
に
基
づ
き
、
身
体
や
精
神
の
障
害
の
あ
る

方
や
特
定
の
疾
患
の
あ
る
方
が
地
域
の
中
で
生

活
を
続
け
て
い
け
る
よ
う
に
支
援
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
こ
と
で
す
。

　

き
づ
な
グ
ル
ー
プ
が
行
っ
て
い
る
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

●
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
き
が
る
館

　

き
が
る
館
は
地
域
で
暮
ら
す
障
害
の
あ
る
方

が
安
心
・
充
実
し
た
生
活
を
送
る
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
地
域
の
居
場
所
と
し
て
、
創

作
活
動
の
機
会
の
提
供
、
仲
間
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
の
交
流
、
当
事
者
活
動
の
活
性
化
、
社
会

資
源
の
紹
介
や
地
域
社
会
と
の
連
携
強
化
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
ア
ル
プ
ス
フ
ァ
ー
ム

　

ア
ル
プ
ス
フ
ァ
ー
ム
は
障
害
の
あ
る
方
に
働

く
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
自
立
し
た
社

会
生
活
を
営
む
こ
と
を
目
標
と
し
て
訓
練
・
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
内
容
は
峡
西
病
院
と
峡
西
老
人
保
健
セ

ン
タ
ー
の
清
掃
と
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
仕
事

以
外
に
も
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
や
仕
事
に
関
す
る

勉
強
、
研
修
会
な
ど
も
行
な
い
ま
す
。

●
相
談
支
援
事
業
所
き
づ
な

・
地
域
移
行
支
援

　

施
設
か
ら
の
退
所
や
病
院
か
ら
の
退
院
を
す

る
と
き
に
、
退
所
や
退
院
に
向
け
た
相
談
や
支

援
を
し
ま
す
。

・
計
画
相
談
支
援

　

障
害
の
あ
る
方
等
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必

要
な
情
報
の
提
供
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
支
援
を
行
な
い
ま
す
。

　

そ
の
人
に
合
っ
た
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
を
作

成
し
、
一
定
期
間
ご
と
の
見
直
し
、
関
係
機
関

と
の
連
絡
調
整
を
行
い
ま
す
。

●
共
同
生
活
援
助
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

　

障
害
の
あ
る
方
が
世
話
人
な
ど
か
ら
生
活
面

や
健
康
管
理
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
地
域

で
共
同
生
活
を
営
む
小
規
模
住
居
の
こ
と
で
す
。

　

日
中
は
職
場
や
就
労
事
業
所
、
病
院
の
デ
イ

ケ
ア
な
ど
へ
通
い
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
帰
宅

後
、
食
事
や
入
浴
な
ど
を
行
い
ま
す

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
居
が
最
終
目
標
で
は
な

く
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
は
多
様
で
す
。
ご
家
族

や
各
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
、
一
人
ひ
と

り
の
希
望
す
る
生
活
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
支
援

し
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
方
へ
の
様
々
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

は
、
自
立
し
た
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
必
要

な
も
の
で
す
。

　

き
づ
な
グ
ル
ー
プ
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
住
み

な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
、
そ
の
人
ら
し
い
生

活
を
送
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
き
づ
な

久
保
志
津
子

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
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新
卒
入
職
者
の
知
識
・
技
術
の
習
得
が

確
実
に
で
き
る
よ
う
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
安
心
し
て

業
務
が
遂
行
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
。
ま
た
、
自
分
自
身
の
知
識
・
技
術

の
見
直
し
を
は
か
る
。

　

今
ま
で
、
既
卒
者
の
リ
ス
タ
ー
ト
病
棟

へ
の
入
職
は
沢
山
あ
っ
た
が
、
新
卒
者
の

入
職
受
け
入
れ
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
を
作
成
し
、
新
人
教
育

制
度
を
整
え
、確
実
な
看
護
技
術
の
習
得・

病
棟
で
の
業
務
を
覚
え
て
も
ら
い
、
安
心

し
て
リ
ス
タ
ー
ト
病
棟
で
働
け
る
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
た
。
ま

た
、
そ
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
で
自
ら

の
看
護
技
術
や
病
棟
の
既
存
の
や
り
方
な

ど
の
見
直
し
も
し
た
い
と
考
え
挑
戦
理
由

に
し
た
。

①
年
間
の
活
動
内
容
・
目
標
設
定
の
作
成

②
看
護
技
術
チ
ェ
ッ
ク
表
の
作
成

（
V
S
測
定
・
与
薬
・
摘
便
・
浣
腸
・
坐
薬
・

静
脈
血
採
血
・
点
滴
静
脈
注
射
・
吸
入
・

酸
素
投
与
・
経
管
栄
養
・
咽
頭
検
査
・
血

糖
測
定
・
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
・
筋
肉
注
射
・

導
尿
・
膀
胱
内
留
置
カ
テ
ー
テ
ル
）

③
主
要
疾
患
の
学
習
の
依
頼

（
脳
梗
塞
・
脳
出
血
・
慢
性
硬
膜
下
血
腫
・

心
不
全
・
肺
炎
・
誤
嚥
性
肺
炎
・
イ
レ
ウ

ス
・
尿
路
感
染
・
蜂
窩
織
炎
・
糖
尿
病
）

④
要
観
察
者
の
受
け
持
ち
実
践

（
情
報
収
集
・
観
察
・
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ

ス
メ
ン
ト
）

⑤
疑
問
点
の
洗
い
出
し

　
（
１
か
月
・
３
か
月
・
６
か
月
評
価
）

⑥
急
変
時
対
応

⑦
マ
ニ
ュ
ア
ル
.
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
修
正

⑧
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
・
ま
と
め

・
年
度
末
に
は
責
番
・
夜
勤
Ａ
（
リ
ー

ダ
ー
業
務
）
を
こ
な
せ
る
ま
で
に
な
っ
た

為
、
目
標
を
達
成
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
慢
性
的
な
人
員
不
足
で
あ
り
、

年
間
計
画
の
入
院
受
け
や
パ
ス
、
面
接
に

入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

・
指
導
の
進
捗
は
ゆ
っ
く
り
と
し
た
進
め

方
に
な
り
ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て
患
者

さ
ん
と
多
く
関
わ
る
時
間
が
取
れ
業
務
内

容
を
し
っ
か
り
身
に
着
け
る
こ
と
が
で
き

た
と
感
じ
た
。

・
今
ま
で
は
、
病
棟
配
属
後
、
最
初
に
夜

勤
Ａ
を
経
験
し
て
い
た
が
、
こ
の
新
人
教

育
を
実
践
す
る
中
で
夜
勤
Ｂ
（
リ
ー
ダ
ー

補
助
業
務
兼
介
護
業
）
を
何
度
か
経
験
し

夜
勤
の
流
れ
、
夜
勤
の
状
況
を
把
握
し
て

か
ら
夜
勤
Ａ
（
リ
ー
ダ
ー
業
務
）
に
移
行

す
る
や
り
方
を
見
い
だ
せ
た
事
は
大
き
な

収
穫
だ
っ
た
。

・
看
護
技
術
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
紙
媒

体
で
作
成
し
た
こ
と
で
、
技
術
面
の
見
直

し
や
振
り
替
え
り
と
前
回
実
施
し
た
技
術

と
の
比
較
が
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
良

か
っ
た
と
思
う
。

・
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
や
、
年
間
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
ス
タ
ッ
フ
へ
周
知
し
て
い
く
こ

と
が
上
手
く
出
来
な
か
っ
た
事
が
課
題
と

し
て
残
っ
た
。
し
か
し
、
病
棟
ス
タ
ッ
フ

皆
で
声
を
掛
け
合
い
、
新
人
ス
タ
ッ
フ
を

育
て
て
い
く
雰
囲
気
が
あ
り
、
と
て
も
助

け
ら
れ
た
と
感
じ
た
。
ま
た
、
年
間
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
や
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
が
あ
っ
た

事
で
、
新
人
ス
タ
ッ
フ
を
育
て
る
と
い
う

意
識
づ
け
に
も
な
っ
た
と
考
え
る
。

・
急
変
時
対
応
を
実
際
に
起
こ
り
え
る

ケ
ー
ス
を
設
定
し
訓
練
し
た
事
で
、
新
人

ス
タ
ッ
フ
が
理
解
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ

が
分
か
り
良
か
っ
た
。
２
年
目
以
降
の
課

題
と
し
て
習
得
で
き
る
よ
う
に
関
わ
っ
て

い
く
。

・
新
人
教
育
を
目
標
管
理
で
取
り
組
む
事

で
既
存
の
や
り
方
や
方
法
を
検
討
す
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

・
新
人
ス
タ
ッ
フ
と
密
に
関
わ
る
事
が
出

来
、
感
じ
て
い
る
事
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
聴

く
こ
と
が
出
来
た
た
め
、
既
存
の
方
法
を

振
り
返
り
新
人
教
育
に
反
映
す
る
事
が
出

来
た
。

・
入
職
者
は
、
本
人
、
病
棟
双
方
に
大
き

な
期
待
と
不
安
が
あ
る
と
考
え
そ
の
思
い

を
汲
み
取
り
、
丁
寧
に
関
わ
る
こ
と
で
、

今
後
の
成
長
に
も
大
き
く
関
係
し
て
く
る

た
め
、
新
人
・
既
卒
双
方
の
教
育
に
今
後

も
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

・
常
に
、
忙
し
い
業
務
を
こ
な
す
こ
と
に

必
死
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
だ
が
、
新
人

ス
タ
ッ
フ
と
共
に
考
え
、
感
じ
る
こ
と
で

我
々
も
初
心
を
思
い
出
し
、
よ
り
丁
寧
で

心
の
こ
も
っ
た
看
護
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
く
。

・
今
後
も
新
人
、
既
卒
ス
タ
ッ
フ
が
入
職

し
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
新
人
教
育
を
大

切
に
し
、
自
分
が
入
職
し
た
と
き
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
、
共
に
成
長
し
て
い
け
れ

ば
と
思
う
。

最
後
に

目　
標

ま
と
め

活
動
内
容

挑
戦
目
標
に
対
す
る
取
り
組
み
の
成
果

◇ 敢闘賞 ◇
リスタート

樋口陽子・堀内麻衣

目
標
挑
戦
の
理
由
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【
活
動
曜
日
】
第
４
週
金
曜
日
午
後

【
活
動
場
所
】
院
内
ま
た
は
院
外

【
活
動
内
容
】

　
月
に
一
度
、
リ
ワ
ー
ク
を
頑
張
っ
て
き
た
自
分
に
ご
褒
美
と
い
う
こ
と
で

第
４
週
金
曜
日
の
午
後
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
企
画
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当

の
ス
タ
ッ
フ
が
行
う
の
で
す
が
、
最
近
の
ト
レ
ン
ド
を
取
り
入
れ
た
り
、
特

別
感
が
あ
り
な
が
ら
も
誰
で
も
触
れ
や
す
い
活
動
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
プ

レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
―
と
い
う
言
葉
自
体
忘
れ
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
頑
張
っ

て
き
た
ご
褒
美
は
ス
ト
レ
ス
対
処
に
も
繋
が
り
ま
す
し
、
さ
ら
に
は
自
己
肯

定
感
、
自
信
の
回
復
に
も
繋
が
り
ま
す
。
健
康
に
働
き
続
け
る
一
環
と
し
て

参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

★デイケアでは、「このように過ごさなければいけ
ない」というようなルール・決まりはありません。
　利用者さんの数だけ過ごし方があると言っても
過言ではありませんが、比較的多いのは、

　▶他の利用者さんと話す
　▶テレビを観る
　▶ひとりでぼーっと過ごす（休憩する）
　▶ご自身の趣味・好きなことなどに取り組む

　といった過ごし方でしょうか。デイケアを利用し
始めた頃は、時間の過ごし方で戸惑う方が多い
ように感じています。そうした戸惑いのお気持ち
を含め、スタッフと一緒に相談しながら、自分ら
しい時間の過ごし方を見つけていきましょう。

  

復
職
準
備
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

     「
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー
」

プログラム以外の時間は、どのように
過ごせばよいのでしょうか？

プログラム紹介

今年は、燻製体
験・お花見・プ
レミアムなパン
ケーキを作るな
どの企画を行っ
てきま
した

　

８
月
の
レ
ク
行
事
委
員
会
主
催
の
病
院
行
事
は
、

「
委
員
会
考
案
の
新
し
い
ゲ
ー
ム
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で
し

た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
意

識
し
た
「
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
射
的
」「
車
椅
子
バ

ス
ケ
ッ
ト
」「
ボ
ッ
チ
ャ
風
的
あ
て
」
の
３
競

技
で
す
。
皆
さ
ん
一
生
懸
命
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ

ま
し
た
。
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
賞
や
病
棟
ご
と
に

一
番
に
な
っ
た
方
に
は
金
メ
ダ
ル
も
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
負
け
な
い
く
ら
い
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
ま
た
大
き
な
日
の
丸
に

は
、
日
本
代
表
に
向
け
た
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ブリエ病棟では、新型コロナ感
染拡大防止のため、病院全体で
の大きな祭りが開催できないこと
もあり、病棟独自のお祭りを開催
しました。感染予防を徹底しなが
ら、焼きそばやお好み焼き、わた
がし、かき氷などの模擬店を楽
しみました。また病棟のドリーム
グループの活動では、担当スタッ
フの尽力にて、女性参加者様が
それぞれ好みの浴衣を着て、髪
を飾り、お化粧をしてグループの

お祭りを行いま
した。選んだ浴
衣がよく似合っ
て、皆さんとて
も素敵でした。

興味のある方、見学や利用をお考えの方は、スタッフまで気軽にご相談ください。☎055-282-2151

＊ホームページがリニューアルされました。ぜひ、ご覧ください。 峡西病院　リハビリのご案内 検索
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＊峡西老健もホームページが
　リニューアルされました。

峡西老健
の 理 念峡西老健 検索

　
言
語
聴
覚
士
と
は
、「Speech

（
話
す
）Language

（
言

語
）Hearing

（
聴
覚
）Therapist

」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

言
語
、
聴
覚
、
発
声
、
音
声
、
認
知
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
関
わ
る
各
機
能
に
病
気
や
事
故
、
発
達
上
の
問
題

な
ど
（
失
語
症
、
高
次
機
能
障
害
、
こ
と
ば
の
発
達
の
遅
れ
、

声
や
音
声
の
障
害
、
聴
覚
障
害
な
ど
）
の
障
害
が
あ
る
方
に

対
し
て
、
商
事
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
自
分
ら
し
い
生
活
を
構

築
で
き
る
よ
う
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
専
門
職
で
す
。
ま
た
、
摂

食
・
嚥
下
に
対
し
て
も
専
門
的
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
当
施
設
で
は
、
主
に
高
齢
者
の
方
の
言
語
訓
練
、

嚥
下
訓
練
、
認
知
訓
練
を
中
心
に
リ
ハ
ビ
リ
提
供
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
接
遇
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
作
成
。

　
私
た
ち
は
普
段
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
利
用
者
様
の
ケ
ア

を
し
て
い
る
。
そ
れ
が
仕
事
だ
か
ら
。
し
か
し
、
人
が
人
を

ケ
ア
す
る
に
は
プ
ロ
意
識
を
も
っ
て
接
し
な
け
れ
ば
、
い
い

ケ
ア
は
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。そ
こ
で
今
回
、

接
遇
委
員
会
と
し
て
虐
待
の
観
点
か
ら
と
い
う
こ
と
に
視
点

を
置
き
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
の
説
明

会
を
８
月
25
日
に
時
間
外
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。
自
分
の

接
遇
に
つ
い
て
年
２
回
、
自
己
チ
ェ
ッ
ク
し
１
回
目
よ
り
２

回
目
が
良
く
な
る
よ
う
に
自
己
採
点
を
す
る
と
い
っ
た
内
容

で
す
。

　
ま
た
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
施
設
内
で
の
不
適
切
ケ
ア

ケ
ア
を
な
く
す
た
め
に
、
施
設
内
職
員
か
ら
の
情
報
を
集
め

実
際
に
ど
の
程
度
の
不
適
切
ケ
ア
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
を

把
握
す
る
と
で
、
今
後
委
員
会
の
中
で
対
応
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

言
語
聴
覚
士
紹
介

研
　
修
　
会

折り紙でレモンを
作りました！

通所リハビリ

天竺のおやつ会、アイスの会、あんみつの会 一般棟
み
ん
な
美
味
し
く

召
し
上
が
っ
て
い

ま
し
た
！

クレープを作り召し上がったり、
足湯で日ごろの疲れをいやし
たり、ブドウ狩りは、オレンジ広場
にブドウをつるして捥いでいました。

認知症専門棟クレープの会、ブドウ狩り、
足湯の会

今月の活動記録
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本の題名：安永稔和詩集　春よめぐれ
（編集工房ノア／出版2015年１月17日）

●読んだきっかけは？
　2016年５月９日、私は詩人・桜井節さんが主宰する清里の森・自在舎「ぜぴゅろす」で
の「詩人・安水稔和（やすみず・としかず）さんを囲む会」に参加し、20年以上、鎮魂と
再生の詩を書き続けている神戸市在住の安水稔和さんからご自身の詩集『春よめぐれ』に
こめた想いを伺いました。

●おすすめのポイントは？
　安永さんは1945年６月５日、神戸大空襲、神戸市須磨区で被災、13歳。50年後の1995年
１月17日、阪神・淡路大震災、神戸市長田区で被災、63歳でした。そして阪神・淡路大震災
の詩を書き続けて今日に至っています。
　『春よめぐれ』には祈りの詩130篇が収載。私は安永さんの「（震災を）よく記憶すること、
繰り返し記憶すること、失われたいのちのために、私たちが生きるために」また、「つながっ
た時に他人ごとではなくなる。隣の隣は隣。経験や記憶はこんなふうにしてつながっていく。
ひとりの他者とつながっていくことが大切」のことばや市井の人、詩の表現者としての生き
方に感銘しました。

今回は、小松寛志さんにおすすめの本を
聞きました！

　特定医療法人南山会は常によりよい医療を行うことによって、地域社会に貢献することを目的として設立され
たものである。職員は常に技術の向上に心掛けるとともに、知性を磨き品性を養い、自己の人間形成に努めるべ
きである。
■　臨床倫理
１．精神障害者を扱う医療機関として、患者様の人格尊重や意思の尊重、自己決定権の尊重を最大限配慮
した医療を展開いたします。

２．患者様の機能的状態や病状に対する説明、診療内容、必要な事項の説明を、わかりやすく丁寧に行い
ます。

３．当院での医療が納得して受けいれられるように、患者様が他医療機関でセカンド・オピニオンを求め
る機会を支援いたします。

４．当院での医療にとどまらず、かかりつけ医療機関・福祉介護施設・障害者社会復帰施設などとの連携
を深めて、患者様の生活の場を重視した医療とケアを目指します。

日常の倫理的問題に適切・迅速に対処するため、職業倫理・臨床倫理に関する検討を定期的に行います。
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私
の
趣
味
は
と
聞
か
れ
て
考
え
て
み
ま

し
た
が
、
も
う
少
し
若
い
頃
は
友
達
に
誘

わ
れ
山
登
り
を
し
た
り
、
フ
ェ
ス
に
行
っ

た
り
も
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
結
婚
や

コ
ロ
ナ
禍
で
そ
う
い
っ
た
機
会
も
減
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
趣
味
か
ど
う
か
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
何
年
か
前
か
ら
ロ
ー
ド
バ
イ

ク
（
自
転
車
）
に
乗
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
最
初
は
父
が
知
人
か
ら
頂
い
た
も
の

を
譲
り
受
け
て
乗
り
始
め
慣
れ
る
ま
で
は

恐
怖
心
の
方
が
勝
っ
て
い
ま
し
た
が
、
慣

れ
て
い
く
う
ち
に
風
を
切
っ
て
走
る
気
持

ち
良
さ
が
分
か
っ
て
き
た
り
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
を
題
材
に
し
た
漫
画
「
弱
虫
ペ
ダ
ル
」

を
読
ん
だ
り
す
る
う
ち
に
乗
る
の
が
楽
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
に
遠
く
へ

は
行
き
ま
せ
ん
が
休
み
の
日
に
は
一
人
で

走
っ
て
み
た
り
、
一
緒
に
乗
り
始
め
た
友

人
と
河
口
湖
を
一
周
し
て
み
た
り
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
最
近
は
ダ
イ
エ
ッ
ト

目
的
で
通
勤
に
使
う
こ
と
が
主
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。（
今
の
時
期
は
暑
す
ぎ
る

の
で
さ
ぼ
り
気
味
で
す
が
・
・
・
）
ま
た

時
間
が
あ
る
時
に
は
富
士
五
湖
の
方
や
清

里
の
方
な
ど
を
走
れ
た
ら
気
持
ち
が
良
い

ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
峡
西
老
健
保
健
セ
ン
タ
ー

　
天
野　
浩
志

　
　
　
「
息　
子
」

　

息
子
は
小
学
５
年
生
。
私
は
姉
妹
で

育
っ
た
た
め
男
の
子
の
行
動
心
理
が
理

解
で
き
な
い
所
が
あ
る
。
息
子
は
虫
が

好
き
だ
。
息
子
を
保
育
園
に
迎
え
に
行

く
と
必
ず
虫
を
も
っ
て
い
た
。
友
達
の

マ
マ
さ
ん
た
ち
に
は
「
い
つ
も
虫
を

持
っ
て
ま
す
ね
」
と
少
々
困
惑
し
た
顔

で
話
し
か
け
ら
れ
た
。
あ
る
日
の
朝
の

事
だ
っ
た
。
洗
濯
す
る
時
ポ
ケ
ッ
ト
の

中
を
確
認
す
る
の
だ
が
そ
の
日
の
私
は

甘
か
っ
た
様
だ
。
カ
ブ
ト
ム
シ
の
ご
遺

体
に
触
れ
悲
鳴
を
あ
げ
た
。
カ
ブ
ト
ム

シ
は
三
つ
に
割
れ
た
。
命
の
大
切
さ
を

伝
え
る
た
め
に
息
子
に
こ
ん
な
事
を
し

て
は
い
け
な
い
と
話
し
た
。
息
子
は
死

ん
で
い
た
が
大
切
な
カ
ブ
ト
ム
シ
を
大

切
に
園
服
に
そ
っ
と
入
れ
た
の
だ
と
説

明
し
た
。

　

小
学
生
に
な
り
少
し
お
兄
さ
ん
に

な
っ
た
息
子
に
私
は
油
断
を
し
た
。
先

生
か
ら
電
話
が
鳴
り
、
す
ぐ
に
謝
罪
の

心
づ
も
り
を
し
た
。
前
回
は
登
校
中
に

田
ん
ぼ
に
落
ち
た
件
だ
っ
た
が
本
日
の

謝
罪
は
ど
う
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
本
日
は

蜂
を
捕
ま
え
よ
う
と
し
て
刺
さ
れ
た
よ

う
で
処
置
し
て
く
れ
た
と
の
こ
と
。
幸

い
蜜
蜂
だ
っ
た
の
で
手
が
ぷ
っ
く
り
腫

れ
た
程
度
だ
っ
た
が
命
の
危
険
が
あ
る

こ
と
を
説
明
し
た
。
息
子
は
蜂
の
種
類

を
よ
く
調
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ

で
蜂
を
捕
ま
え
た
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
。

　

私
は
ま
た
油
断
し
た
。
今
度
は
ヘ
ビ

を
捕
ま
え
皆
に
披
露
し
て
い
た
と
の
目

撃
情
報
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。
ヘ
ビ
に

も
多
数
の
種
類
が
あ
り
、
危
険
が
あ
る

こ
と
を
説
明
し
た
。
息
子
は
ヘ
ビ
の
種

類
も
調
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
で

ヘ
ビ
を
む
や
み
に
捕
ま
え
た
り
は
し
な

い
だ
ろ
う
。

　
「
昭
和
の
子
供
」
と
近
所
で
言
わ
れ
た

息
子
も
少
し
大
人
に
な
り
ゲ
ー
ム
に
触

れ
、「
令
和
の
子
供
」
に
な
っ
て
き
た
。

あ
と
少
し
で
思
春
期
を
迎
え
る
息
子
の

生
態
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
研
究
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
峡
西
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー　

小
林　
恵
利

　
い
ま
こ
の
文
章
を
書
い
て
い
る
時
は
８
月

の
半
ば
頃
。
夏
真
っ
盛
り
な
中
、
暑
さ
で
項

垂
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
号
が
出
る
10
月
に
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
、
秋
晴
れ
で
気
持
ち
よ
く

過
ご
せ
る
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
筆
を
取
っ
て

い
ま
す
。

　
い
ま
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
中
心
に

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
お
り
、
恐
ら
く
10
月
現

在
も
暗
い
話
題
ば
か
り
続
い
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
人
は
不
思
議
な
も
の
で
、
テ
レ

ビ
や
雑
誌
、
新
聞
な
ど
で
は
明
る
い
話
題
よ

り
も
不
安
を
煽
っ
た
り
誰
か
を
批
判
し
た
り

な
ど
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
話
題
の
方
が
人
の
視
線

を
集
め
や
す
い
そ
う
で
す
。
私
が
よ
く
見
て

い
る
動
画
の
投
稿
者
も
、『
お
す
す
め
の
○

○
３
選
』
と
い
う
題
名
の
動
画
よ
り
も
『
こ

の
３
つ
は
絶
対
買
う
な
！
』
と
い
う
動
画
が

伸
び
や
す
い
事
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

理
由
に
つ
い
て
、
人
間
の
本
能
と
し
て
危
険

を
避
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
も
の
が

あ
り
、
そ
の
回
避
の
た
め
に
悪
い
ニ
ュ
ー
ス

に
ど
う
し
て
も
目
が
い
っ
て
し
ま
う
か
ら
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
そ
う
い
っ
た
悪
い
話
題
を

目
に
し
て
し
ま
う
と
人
間
ど
う
し
て
も
気
が

滅
入
っ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
い
ま
の
状
況

で
明
る
い
話
題
と
い
う
の
も
難
し
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
考
え
方
ひ
と
つ
で
良
い
事
も

見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
の
場
合
、

コ
ロ
ナ
で
ラ
イ
ブ
等
が
無
く
な
っ
た
せ
い
で

時
間
が
余
っ
て
し
ま
い
、
な
ん
と
な
く
始
め

た
ダ
イ
エ
ッ
ト
で
こ
の
１
年
で
20
キ
ロ
以
上

痩
せ
ま
し
た
。
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
何
か
自

分
で
作
り
出
す
と
い
う
の
も
一
つ
の
手
か
も

し
れ
な
い
で
す
ね
。　
　
　
　
　
　

   （
も
）
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次回411号も
お楽しみに！

※敷地内全面禁煙です

今
月
も
お
あ
し
す
に
素
敵
な
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

※
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

 ４日　精神保健福祉士実習
　　　　（～22日）

 ９日　外来ケアプロセス会議

14日　クリニカルパス委員会
　　　 治療プログラム委員会

26日　高齢者プロジェクト

10月

曇り空ですが・・・
虹が見えたので。
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